
 ２０２５年度⼤学⼊学共通テスト 解説 〈地学〉 

 第1問 さまざまな地学現象の測定・観測 

 問  1  波  ⻑  の  短  い  光  ほ  ど  屈  折  す  る  ⾓  度  は  ⼤  き  く  な  る  の  で,  問  題  ⽂  中  図  1  で  は  波  ⻑  の  短  い  光  ほ  ど  下  側 
 に  寄っ  た  経  路  を  通っ  て  ス  ク  リー  ン  の  端  B  側  に  届  く。  よっ  て,  光  は  波  ⻑  の  ⻑  い  順  に  端  A  か  ら  端  B 
 まで投影される。⾚外線は可視光線よりも波⻑が⻑い。可視光線では⾚⾊に近いほど波⻑ 
 が⻑く, 紫⾊に近いほど波⻑が短い。緑⾊の光の波⻑は⾚⾊の光と紫⾊の光の中間である。 

 (答)   1   …③ 

 問  2  関  東  付  近  の  現  在  の  地  磁  気  の  向  き  は,  偏  ⾓  が  真  北  か  ら  ⻄  に  約  7  度,  伏  ⾓  が  ⽔  平  ⾯  に  対  し  て  下  向  き 
 に  約  50  度  で  あ  る。  よっ  て,  関  東  地  ⽅  で  伏  ⾓  を  測  定  す  る  と  棒  磁  ⽯  は  ⽔  平  ⾯  に  対  し  て  約  50  度  傾 
 き,  N  極  が  下  を  向  く。  ま  た,  磁  極  と  は  地  磁  気  の  向  き  が  地  表  ⾯  と  直  交  す  る  地  点  の  こ  と  で  あ  り,  南 
 磁極はそのうちの南極側の交点である。地磁気を巨⼤な棒磁⽯が形成する双極⼦磁場とし 
 て捉えたとき, 南極側がN極であるから, 南磁極において棒磁⽯はN極が鉛直上向きを向く。 

 (答)   2   …③ 

 問  3  層  理  ⾯  の  ⾛  向  を  測  定  す  る  と  き  は,  ⽔  準  器  を  ⽤  い  て  ク  リ  ノ  メー  ター  を  ⽔  平  に  保  ち,  ク  リ  ノ  メー 
 ター  の  ⻑  辺  を  層  理  ⾯  に  当  て  て  外  側  の  ⽬  盛  り  を  読  む。  層  理  ⾯  の  傾  斜  を  測  定  す  る  と  き  は,  ⾛  向  に 
 直交する向きでクリノメーターの側⾯を層理⾯に当てて内側の⽬盛りを読む。 

 (答)   3   …① 

 問  4  先  に  晶  出  し  た  鉱  物  は  鉱  物  本  来  の  形  の  結  晶  を  作  り,  後  か  ら  晶  出  し  た  鉱  物  は  隙  間  を  埋  め  る  よ  う  に 
 結  晶  を  作  る。  問  題  ⽂  中  図  2  の  中  央  で  は  A  と  C  の  鉱  物  の  間  に  B  の  鉱  物  が  晶  出  し  て  い  る  の  で,  B  の 
 晶  出  順  序  は  最  後  で  あ  る。  図  2  の  右  上  で  は  C  の  鉱  物  の  間  に  A  の  鉱  物  が  晶  出  し  て  い  る  の  で,  C  は  A 
 より先に晶出したと考えられる。 

 (答)   4   …⑤ 

 問  5  北  半  球  に  お  い  て  偏  ⻄  ⾵  は,  夏  に  弱  ま  り  ⽇  本  の  北  を  流  れ,  冬  に  強  ま  り  ⽇  本  上  空  を  流  れ  る。  B  の 
 グ  ラ  フ  に  は,  対  流  圏  界  ⾯  の  あ  た  り  に  ⾵  速  70  m/s  ほ  ど  の  ピー  ク  が  あ  る  の  で  冬  で  あ  る。  同  様  に, 
 D  に  は  対  流  圏  界  ⾯  付  近  に  東  ⻄  に  伸  び  た  等  ⾼  線  が  あ  る  の  で  冬  で  あ  る。  ま  た,  C  に  は  背  の  ⾼  い  ⾼ 
 気圧である北太平洋⾼気圧がみられるので夏である。 

 (答)   5   …① 
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 第2問 固体地球 

    問  1  ①  磁  気  嵐  が  発  ⽣  し  て  い  な  い  と  き  の,  地  磁  気  の  1  ⽇  周  期  の  変  化  は  主  に  地  球  の  ⾃  転  が  原  因  で 
 ある。誤。 

 ②  地磁気の変化には, 太陽の平均的な⾃転周期と同じ, 27⽇周期のものがある。正。 
 ③  地  磁  気  の  変  化  に  は,  太  陽  の  ⿊  点  数  が  増  減  す  る  周  期  と  同  じ,  約  11  年  周  期  の  も  の  が  あ  る。 

 正。 
 ④  地  磁  気  の  永  年  変  化  は  数  ⼗  年  〜  数  万  年  の  時  間  ス  ケー  ル  で  あ  り,  外  核  で  ⽣  じ  て  い  る  電  流 

 に原因があると考えられている。正。 
 (答)   6   …① 

 問  2  実  際  の  太  陽  の  動  き  を  も  と  に  定  め  た  時  刻  で  あ  る  視  太  陽  時  に  対  し  て,  天  の  ⾚  道  上  を  ⼀  定  の  速  さ  で 
 動く仮想の太陽の動きをもとに定めた時刻を平均太陽時という。地球の⾃転速度は厳密に 
 は  ⼀  定  で  は  な  い  た  め,  平  均  太  陽  時  は  原  ⼦  時  か  ら  ず  れ  る。  平  均  太  陽  時  と  原  ⼦  時  の  ず  れ  が  ⼤  き  く 
 なるたびに, うるう秒を⽤いて時刻を調整している。 

 (答)   7   …② 

 問  3  震  源  か  ら  の  距  離  は,  震  源  の  深  さ  と  震  央  距  離  か  ら  三  平  ⽅  の  定  理  を  ⽤  い  て  求  め  る  こ  と  が  で  き  る。 
 求  め  る  P  波  の  速  度  を  ,  震  源  の  深  さ  を  と  お  く。  問  題  ⽂  中  図  1  (右)  の  ⾛  時  曲  線  よ  り,  震  央  距  離 
 が  の  地  点  で  は  と  い  う  関  係  式  が  成  り  ⽴  つ。  ま  た,  震  央  距  離  が  の  地  点  で 
 は  という関係式が成り⽴つ。これらを連⽴して解くと 

 を得る。 
 (答)   8   …② 

 問  4  沈  み  込  ん  だ  海  洋  プ  レー  ト  の  残  骸  (ス  ラ  ブ)  は  周  囲  の  マ  ン  ト  ル  物  質  に  ⽐  べ  て  低  温  で  か  た  い  岩  ⽯ 
 で  あ  る  た  め,  ス  ラ  ブ  が  滞  留  し  て  い  る  領  域  は  地  震  波  の  ⾼  速  度  域  と  し  て  観  測  さ  れ  る。  ま  た,  ア  フ 
 リカ⼤陸と南太平洋の地下にはプルームと呼ばれるマントルの上昇流が存在する。プルー 
 ムは周囲よりも⾼温でやわらかいため, 地震波の低速度域として観測される。 

 (答)   9   …① 
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 第3問 
 A 変成作⽤とマグマ 

 問  1  紅  柱  ⽯,  ら  ん  晶  ⽯,  珪  線  ⽯  の  組  成  は  い  ず  れ  も  で  あ  る  が,  鉱  物  形  成  時  の  温  度  や  圧  ⼒  に 
 よっ  て,  そ  の  結  晶  構  造  に  違  い  が  ⽣  じ  る  (こ  の  よ  う  な  関  係  の  こ  と  を,  多  形  (同  質  異  像)  と  い  う)。 
 低  温  ⾼  圧  の  環  境  で  形  成  さ  れ  る  の  は  ら  ん  晶  ⽯,  ⾼  温  低  圧  の  環  境  で  形  成  さ  れ  る  の  は  珪  線  ⽯  で  あ 
 る。紅柱⽯は⽐較的低温低圧な環境で形成される。浅い場所に貫⼊した⽕成岩体の周囲に 
 形  成  さ  れ  る  接  触  変  成  岩  の  う  ち,  紅  柱  ⽯  は  ホ  ル  ン  フェ  ル  ス  で  よ  く  ⾒  ら  れ  る。  ⼤  理  ⽯  は  ⽯  灰  岩  が 
 接触変成作⽤を受けることで形成されるものであるため, ウに⼊れる語として適当でない。 

 (答)   10   …① 

    問  2  エ  :  地  下  深  部  か  ら  上  昇  し  て  く  る  マ  グ  マ  は,  周  囲  の  岩  ⽯  と  密  度  が  ほ  ぼ  同  じ  に  な  る  場  所  で  ⽌ 
 ま  り,  溜  まっ  て  い  く。  こ  の  マ  グ  マ  が  溜  まっ  て  い  く  場  所  を,  マ  グ  マ  だ  ま  り  と  呼  ぶ。  溶  岩 
 ドー  ム  は  ⽕  ⼭  噴  ⽕  に  よっ  て  作  ら  れ  る  地  形  の  ひ  と  つ  で  あ  り,  エ  に  ⼊  れ  る  語  と  し  て  適  当 
 でない。 

 オ  :  マ  グ  マ  は,  地  殻  内  を  上  昇  す  る  過  程  で  周  囲  と  様々  な  相  互  作  ⽤  を  す  る。  た  と  え  ば,  ⾼  温  の 
 マ  グ  マ  が  周  囲  の  融  点  の  低  い  岩  ⽯  を  融  か  し  込  み  (同  化  作  ⽤),  ⾃  ⾝  の  化  学  組  成  を  変  化  さ 
 せる。結晶分化作⽤は周囲の岩⽯により冷却されることで結晶が晶出していく現象 
 であるため, オに⼊れる語として適当でない。 

 (答)   11   …④ 

 B 地質図 

 問  3  ま  ず,  地  層  の  ⾛  向  は  層  理  ⾯  と  等  ⾼  線  が  交  わ  る  点  同  ⼠  を  結  ぶ  こ  と  で  調  べ  る  こ  と  が  で  き  る。  こ  こ 
 で  は  地  層  A  〜  D  の  ⾛  向  は  N40°W  で  あ  る  と  読  み  取  れ  る。  次  に,  断  層  F  は  等  ⾼  線  に  よ  ら  ず  直  線  状  に 
 伸  び  て  い  る  の  で,  断  層  F  の  傾  斜  は  90°  で  あ  る  と  分  か  る。  最  後  に,  断  層  F  は  地  層  A  〜  D  を  切っ  て  い 
 る  が,  地  層  E  を  切っ  て  い  な  い。  す  な  わ  ち,  断  層  F  が  形  成  さ  れ  た  の  は,  地  層  A  〜  D  が  形  成  さ  れ  た  後 
 か  つ  地  層  E  が  形  成  さ  れ  る  前  で  あ  る。  こ  こ  で,  地  層  D  か  ら  新  ⽣  代  新  第  三  紀  の  ⽰  準  化  ⽯  で  あ  る  ビ 
 カ  リ  ア  の  化  ⽯  が  産  出  し  て  い  る  た  め,  断  層  の  活  動  は  新  第  三  紀  か  そ  れ  以  降  で  あ  る。  ま  た,  地  層  E 
 の  最  下  部  に  300  万  年  前  に  形  成  さ  れ  た  凝  灰  岩  層  が  あ  る  た  め,  断  層  の  形  成  は  こ  れ  よ  り  も  前  で  あ  り, 
 第四紀 (260万年前〜) ではない。よって, 断層Fが形成されたのは新⽣代新第三紀である。 

 (答)   12   …⑤ 

 問  4  断  層  F  は,  地  層  B  ・  D  を  切っ  て  い  る  が  岩  脈  G  は  切っ  て  い  な  い。  こ  の  こ  と  か  ら,  形  成  順  は  (B  と  D) 
 →F→G  に  な  る  と  分  か  る。  等  ⾼  線  と  層  理  ⾯  の  交  点  に  着  ⽬  す  る  と,  地  層  A  〜  D  は  全  体  と  し  て  東  に 
 向  かっ  て  下  が  る  よ  う  に  傾  い  て  い  る  こ  と  が  読  み  取  れ  る。  地  層  の  逆  転  は  な  い  た  め,  B  は  D  よ  り  も 
 下位にある, すなわちBの⽅がDよりも先に形成されたと分かる。 

 (答)   13   …① 

 問  5  凝  灰  岩  層  内  に  ⽯  英  が  含  ま  れ  て  い  る  こ  と  か  ら,  こ  の  凝  灰  岩  層  は  流  紋  岩  質  マ  グ  マ  の  噴  ⽕  に  由  来  す 
 る  こ  と  が  推  測  で  き  る。  よっ  て  噴  出  物  に  か  ん  ら  ん  ⽯  が  含  ま  れ  る  こ  と  は  考  え  づ  ら  く,  放  射  性  年  代 
 (数  値  年  代)  を  得  る  の  に  ⽤  い  ら  れ  た  鉱  物  は  ⿊  雲  ⺟  で  あ  る  と  考  え  ら  れ  る。  放  射  性  年  代  測  定  法  で 
 は,  信  頼  度  の  ⾼  い  測  定  結  果  を  得  る  た  め  に,  試  料  の  推  定  年  代  に  適  し  た  半  減  期  を  持  つ  放  射  性  同  位 
 体を⽤いて測定する。選択肢の中でおよそ300万年前の試料の放射性年代を推定するのに最 
 も  適  し  た  ⼿  法  は  K–Ar  法  (カ  リ  ウ  ムー  ア  ル  ゴ  ン  法)  で  あ  る。  選  択  肢  の  う  ち,  U,  Th–Pb  法  は  推  定 
 年  代  が  お  よ  そ  1  億  年  以  上  の  も  の  に,  法  は  数  万  年  以  内  の  も  の  に  ⽤  い  ら  れ  る。  加  え  て,  U, 
 Th–Pb  法  は  ウ  ラ  ン  鉱  や  ジ  ル  コ  ン  の  よ  う  な  ウ  ラ  ン  鉱  物  に,  法  は  地  層  中  の  ⽊  ⽚  や  ⾙  殻  な  ど  に 
 適  ⽤  可  能  な  ⼿  法  で  あ  り,  ⿊  雲  ⺟  に  は  適  ⽤  で  き  な  い。  ⼀  ⽅  で  ⿊  雲  ⺟  は  カ  リ  ウ  ム  を  豊  富  に  含  む  鉱 
 物であり, K–Ar法に適した鉱物である。 

 (答)   14   …⑤ 
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 C 地球の⽣命と環境変動 

  問  6  ①  地球上に初めて⽣物が誕⽣したのは先カンブリア時代の太古代前半であるといわれ 
 て  い  る。  当  時  は  地  球  上  に  酸  素  は  ほ  と  ん  ど  な  く,  誕  ⽣  し  た  の  は  嫌  気  性  の  ⽣  物  で  あっ  た 
 と考えられている。正。 

 ②  約  6  億  年  前  の  全  球  凍  結  終  了  後  の  原  ⽣  代  末  期  に,  エ  ディ  ア  カ  ラ  ⽣  物  群  と  呼  ば  れ  る  多  様  で 
 新しいタイプの⽣物群が登場した。正。 

 ③  ⽯  炭  紀  か  ら  ペ  ル  ム  紀  に  か  け  て  は  ⼆  酸  化  炭  素  濃  度  が  低  下  し  て  気  候  が  寒  冷  化  し,  ゴ  ン  ド 
 ワナ氷床と呼ばれる氷床が形成された。誤。 

 ④  古  第  三  紀  に  は  南  極  が  他  の  陸  地  と  分  離  し,  周  囲  を  海  流  が  流  れ  る  よ  う  に  なっ  た。  こ  の  海 
 流は南極周極流と呼ばれ, 南極が寒冷化する要因となった。正。 

 (答)   15   …③ 

    問  7  問  題  ⽂  a  :  最  近  約  70  万  年  間  は,  氷  期  と  間  氷  期  の  繰  り  返  し  が  約  10  万  年  の  周  期  で  起  こっ  て  い  る。 
 誤。 

 問  題  ⽂  b  :  気  候  の  変  動  に  よっ  て  海  ⽔  の  酸  素  同  位  体  ⽐  は  変  化  す  る  た  め,  過  去  の  海  ⽔  の  酸  素  同  位 
 体⽐をそのまま保存している氷床の氷や地層中の有孔⾍の殻の酸素同位体⽐を 
 調べることは, 過去の氷床量や気候の推定に有⽤な⼿法である。正。 

 (答)   16   …③ 
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 第4問  
 A 気象 

 問  1  地表付近において⾵は等圧線に⼀定の⾓度を成しながら⾼圧部を右に⾒て吹くことを考え 
 る  と,  問  題  ⽂  中  図  1  の  地  点  A  で  の  ⾵  向  は  東  寄  り,  B,  C  で  の  ⾵  向  は  南  寄  り,  D,  E,  F  で  の  ⾵  向  は  北 
 寄  り  と  な  る  こ  と  が  読  み  取  れ  る。  よっ  て  出  発  地  は  B,  C  の  い  ず  れ  か,  到  着  地  は  D,  E,  F  の  い  ず  れ  か 
 と  な  り,  こ  れ  を  満  た  す  選  択  肢  は  ③  し  か  な  い。  ③  の  選  択  肢  の  経  路  で  は,  新  幹  線  で  の  移  動  中  に  寒 
 冷  前  線  を  暖  気  側  か  ら  寒  気  側  へ  と  横  切っ  て  お  り,  気  温  が  出  発  地  に  ⽐  べ  到  着  地  で  低  く  なっ  て  い  る 
 こととも合致している。 

 (答)   17   …③ 

 問  2  ⽔  蒸  気  の  凝  結  に  伴  う  潜  熱  の  放  出  に  よ  り,  湿  潤  断  熱  減  率  は  乾  燥  断  熱  減  率  に  ⽐  べ  て  絶  対  値  が  ⼩  さ 
 く  な  る。  よっ  て  同  じ  だ  け  ⾼  度  が  変  化  し  た  際  の  気  温  変  化  が  よ  り  ⼩  さ  い  側  (上  側)  が  湿  潤  断  熱  減 
 率,  気  温  変  化  が  ⼤  き  い  側  (下  側)  が  乾  燥  断  熱  減  率  を  表  す  と  分  か  り,  正  解  は  ②  ま  た  は  ④  に  絞  ら  れ 
 る。 
 絶  対  安  定  と  は,  空  気  塊  が  何  ら  か  の  要  因  で  上  昇  し  た  と  き,  そ  の  空  気  塊  が  飽  和  し  て  い  て  も  未  飽  和 
 で  あっ  て  も  周  囲  の  気  温  よ  り  も  温  度  が  低  い  状  態  と  な  り,  上  昇  を  続  け  る  こ  と  が  で  き  な  い  状  態  を  指 
 す。  こ  れ  は  ⼤  気  の  気  温  減  率  は  湿  潤  断  熱  減  率  よ  り  も  常  に  絶  対  値  が  ⼩  さ  い,  す  な  わ  ち  正  解  が  ①  ま 
 たは②であることを意味する。 

 (答)   18   …② 

 問  3  20℃での飽和⽔蒸気量が  であることから, 現在の⼤気の⽔蒸気量は,      

     
 と  計  算  で  き  る。  こ  れ  が  夏  も  冬  も  変  化  し  な  かっ  た  場  合,  問  題  ⽂  中  表  1  の  飽  和  ⽔  蒸  気  量  の  値  か  ら, 
 気温が30℃になる夏の相対湿度は  , 

 , 
 気温が  10℃  となる冬の相対湿度は 

 と計算できる。 
 (答)   19   …④ 

 B 海洋 

    問  4  問  題  ⽂  a  :  ⿊  潮  は  透  明  度  が  ⾼  く,  そ  の  名  の  通  り  ⿊っ  ぽ  く  ⾒  え  る  こ  と  が  特  徴  で  あ  る。  a  は  親  潮 
 の説明である。誤。 

 問  題  ⽂  b  :  地  球  の  ⾃  転  の  影  響  で,  環  流  の  ⻄  側  に  は  特  に  強  い  流  れ  が  形  成  さ  れ  る。  ⿊  潮  は  こ  の  主 
 要な例である。正。 

 (答)   20   …③ 

    問  5  ア  :  ⽉  や  太  陽  か  ら  の  引  ⼒  の  影  響  で,  地  球  上  に  は  潮  汐  が  発  ⽣  す  る。  潮  汐  の  駆  動  ⼒  の  こ  と  を 
 起  潮  ⼒  と  呼  び,  潮  汐  に  伴っ  て  発  ⽣  す  る  流  れ  を  潮  流  と  呼  ぶ。  狭  い  海  峡  で  強  く  な  る  の  は 
 潮流である。 

 イ  :  低  気  圧  で  あ  る  台  ⾵  の  接  近・  通  過  に  伴  い  気  圧  が  低  下  す  る  と,  ⼤  気  が  海  ⾯  を  押  す  ⼒  が  弱 
 まるために海⾯が上昇し, ⾼潮が発⽣することがある。 

 (答)   21   …④ 

    問  6  ウ  :  転  向  ⼒  (コ  リ  オ  リ  の  ⼒)  は  北  半  球  で  は  進  ⾏  ⽅  向  右  向  き  に  は  た  ら  く。  対  ⾺  海  流  は  北  東  向 
 きに流れるので, 転向⼒は南東向きにはたらいている。 

 エ  :  圧  ⼒  傾  度  ⼒  は  転  向  ⼒  と  反  対  向  き,  す  な  わ  ち  北  ⻄  向  き  に  は  た  ら  く。  よっ  て  海  ⽔  ⾯  の  ⾼ 
 さは対⾺海流の南東側 (地点A) が北⻄側 (地点B) よりも⾼くなる。 

 (答)   22   …① 
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 第5問  
 A 恒星の誕⽣ 

    問  1  問  題  ⽂  a  :  原  始  星  が  放  射  し  て  い  る  光  の  う  ち,  ⾚  外  線  よ  り  も  波  ⻑  が  短  い  可  視  光  線  は,  原  始  星  を 
 取  り  巻  く  厚  い  星  間  物  質  に  よ  る  散  乱・  吸  収  を  受  け  て  し  ま  う。  そ  の  た  め  原  始  星  は,  分 
 ⼦雲の外からは可視光線で写らない。正。 

 問  題  ⽂  b  :  問  題  ⽂  a  の  状  態  よ  り  進  化  が  進  む  と,  原  始  星  を  取  り  巻  い  て  い  た  星  間  物  質  が  薄  い  円  盤 
 状  に  な  る  (こ  れ  を  原  始  惑  星  系  円  盤  と  い  う)。  こ  れ  に  よ  り,  星  間  物  質  に  よ  る  可  視  光  線 
 の散乱・吸収の効果が弱まり, 原始星が可視光線で写るようになる。正。 

 (答)   23   …① 

    問  2  ア  :  こ  の  分  ⼦  雲  は  背  後  の  星  雲  や  星  か  ら  の  可  視  光  線  を  散  乱・  吸  収  す  る  た  め,  分  ⼦  雲  の  領  域 
 だ  け  可  視  光  線  で  は  星  や  星  雲  が  写  ら  な  い  暗  い  領  域,  す  な  わ  ち  暗  ⿊  星  雲  と  し  て  観  測  さ  れ 
 る。 

 イ :  分⼦雲中の星間物質が収縮すると, 温度が上昇し, 原始星が誕⽣する。 
 (答)   24   …③ 

    問  3  ウィー  ン  の  変  位  則  よ  り,  ピー  ク  波  ⻑  と  温  度  の  積  が  定  数  に  な  る。  表  ⾯  温  度  が  お  よ  そ 
 で  あ  る  太  陽  の  ピー  ク  波  ⻑  が  で  あ  る  こ  と  か  ら,  ピー  ク  波  ⻑  が  で  あ  る  天  体  の  表  ⾯  温 
 度は, ウィーンの変位則より, 

 と求まる。 
 (答)   25   …② 

 B 連星系 

 問  4  ドッ  プ  ラー  効  果  に  よ  り,  暗  線  の  波  ⻑  は,  光  源  が  遠  ざ  かっ  て  い  る  と  き  に  実  際  の  波  ⻑  よ  り  も  ⻑  く, 
 近  づ  い  て  い  る  と  き  に  実  際  の  波  ⻑  よ  り  も  短  く  観  測  さ  れ  る。  時  期  P  に  お  い  て,  恒  星  X  は  観  測  者  か 
 ら  遠  ざ  かっ  て  い  る  の  で  暗  線  の  波  ⻑  は  本  来  よ  り  も  ⻑  く,  恒  星  Y  は  観  測  者  に  近  づ  い  て  い  る  の  で  暗 
 線の波⻑は本来の波⻑よりも短く観測される。 

 (答)   26   …② 

    問  5  カ  :  恒  星  X  か  ら  天  体  Y  ま  で  の  距  離  が  同  じ  と  き,  天  体  Y  の  質  量  が  ⼤  き  い  ほ  ど,  恒  星  X  か  ら  共  通 
 重  ⼼  ま  で  の  距  離  が  遠  く  な  る  た  め,  恒  星  X  の  共  通  重  ⼼  周  り  の  公  転  半  径  が  ⼤  き  く  な  る。  ま 
 た,  ケ  プ  ラー  の  第  三  法  則  に  よ  る  と,  天  体  Y  と  し  て  惑  星  を  考  え  て  い  る  限  り,  恒  星  X  の  公  転 
 周  期  は  天  体  Y  の  質  量  に  ほ  と  ん  ど  依  存  し  な  い。  よっ  て,  天  体  Y  の  質  量  が  ⼤  き  い  A  の  ⽅  が  B 
 よりも同じ公転周期でより⻑い軌道を公転することになり，恒星Xの運動は速くな 
 る。このときドップラー効果がより強く働き, 暗線の変化量も⼤きくなる。 

 キ  :  天  体  Y  の  半  径  が  ⼤  き  い  ⽅  が,  ⾒  か  け  上,  恒  星  X  の  ⼤  き  さ  に  対  し  て  天  体  Y  が  ⼤  き  く  な  り, 
 恒星Xからの光をより多く隠すので, ⾒かけの明るさの変化量が⼤きくなる。 

 (答)   27   …④ 
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